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Ｐ２～３　令和６年度功労者表彰式Ｐ２～３　令和６年度功労者表彰式
　　　　　１００歳のお祝い　　　　　１００歳のお祝い
Ｐ４～５　お遊戯会・学芸会Ｐ４～５　お遊戯会・学芸会
Ｐ６	 ＫＤＤＩ株式会社と包括連携協定を締結Ｐ６	 ＫＤＤＩ株式会社と包括連携協定を締結
Ｐ７～９　まちの出来事・教育委員の任命Ｐ７～９　まちの出来事・教育委員の任命
Ｐ10	 町教育研究会による小中学生作品展Ｐ10	 町教育研究会による小中学生作品展
　　　　　「税を考える週間」税の書道展　　　　　「税を考える週間」税の書道展
Ｐ11	 第５０回衆議院議員総選挙投票結果Ｐ11	 第５０回衆議院議員総選挙投票結果
Ｐ12～13			町道除雪路線Ｐ12～13			町道除雪路線
Ｐ14	 カメラレポートＰ14	 カメラレポート
Ｐ15	 南富良野町公式ＬＩＮＥＰ15	 南富良野町公式ＬＩＮＥ
　　　　　地域おこし協力隊活動記⑩　　　　　地域おこし協力隊活動記⑩
Ｐ16　　	 教育委員会通信Ｐ16　　	 教育委員会通信
Ｐ17	 南富高新聞、学校だよりＰ17	 南富高新聞、学校だより
Ｐ18	 ほのおＰ18	 ほのお
Ｐ19	 子育て支援センター「ぷっこ」だよりＰ19	 子育て支援センター「ぷっこ」だより
	 保育所の元気な子どもたち	 保育所の元気な子どもたち
Ｐ20	 町ホームページで求人情報を掲載しています　　　　　Ｐ20	 町ホームページで求人情報を掲載しています　　　　　
　　　　　南富良野町の公式ＳＮＳの登録をお願いします　　　　　南富良野町の公式ＳＮＳの登録をお願いします
　　　　　寄附・寄贈　　　　　寄附・寄贈
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KDDI株式会社との包括連携協定式（10月30日）
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南富良野町公式 LINE に登録して、
カラー版広報誌を見てみよう

お持ちのスマートフォンで
読み取ってみましょう！！
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令
和
６
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
11

月
３
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
な

く
る
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
こ
れ
ま
で
町
の
自
治
・

経
済
・
文
化
・
社
会
な
ど
の
各
般
に

わ
た
り
町
政
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
多

く
の
人
々
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行

為
が
あ
っ
た
方
々
と
、
満
80
歳
以
上

で
50
年
以
上
本
町
に
居
住
さ
れ
て
い

る
永
住
功
労
者
を
表
彰
し
、
そ
の
功

績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
物
故
者
に
対
し
出

席
者
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
、
町
民

憲
章
を
朗
読
し
た
あ
と
、
功
労
者
の

方
々
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
髙
橋

町
長
か
ら
「
受
賞
さ
れ
た
功
労
者
４

名
の
方
と
永
住
功
労
者
19
名
の
皆
様

に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
武
田
正
明
さ
ん
か
ら
「
こ
の
栄

誉
に
報
い
る
た
め
、
決
意
を
新
た
に

し
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
微
力
な

が
ら
精
進
努
力
し
て
ま
い
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
表
彰
者
は
、
次
の
方
々

で
す
。

☆
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ

　
れ
た
方

武
　
田
　
正
　
明
　
さ
ん
（
下
金
山
）

　

下
金
山
森
林
愛
護
組
合
役
員
と
し

て
平
成
12
年
か
ら
20
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
在
職
し
、
こ
の
間
副
組
合
長

の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
緑
豊
か
な
郷

土
の
山
々
を
守
り
抜
く
信
念
を
も
っ

て
山
火
事
予
防
思
想
の
普
及
宣
伝
を

行
う
な
ど
、
林
野
火
災
の
予
消
防
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

齋
　
藤
　
忠
　
宏
　
さ
ん
（
金
山
）

　
金
山
森
林
愛
護
組
合
役
員
と
し
て

平
成
16
年
か
ら
20
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
在
職
し
、
こ
の
間
組
合
長
の
要

職
を
務
め
ら
れ
、
緑
豊
か
な
郷
土
の

山
々
を
守
り
抜
く
信
念
を
も
っ
て
山

火
事
予
防
思
想
の
普
及
宣
伝
を
行
う

な
ど
、
林
野
火
災
の
予
消
防
活
動
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

磯
　
野
　
雅
　
彦
　
さ
ん
（
幾
寅
）

　
幾
寅
森
林
愛
護
組
合
役
員
と
し
て

平
成
15
年
か
ら
21
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
在
職
し
、
こ
の
間
副
組
合
長
の

要
職
を
務
め
ら
れ
、
緑
豊
か
な
郷
土

の
山
々
を
守
り
抜
く
信
念
を
も
っ
て

山
火
事
予
防
思
想
の
普
及
宣
伝
を
行

う
な
ど
、
林
野
火
災
の
予
消
防
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
る
功
績
を
讃
え
て

　

永
年
に
わ
た
る
功
績
を
讃
え
て

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
度

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
度  

功
労
者
表
彰
式

功
労
者
表
彰
式

産
業
経
済
功
労

産
業
経
済
功
労

▲武田　正明さん▲武田　正明さん

▲齋藤　忠宏さん▲齋藤　忠宏さん▲磯野　雅彦さん▲磯野　雅彦さん
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１
０
０
歳
を
祝
い

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
お
祝
い
状

　

毎
年
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
み
、
百
歳
を
迎
え
る
高

齢
者
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
状
と
記
念

品
と
し
て
銀
杯
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
17
日
、
本
年
度
町
内
在
住
の
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
幾
寅
の
寺
山
武
夫
さ
ん
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一
味
園
に
入
所
さ
れ
て
い
る
小
蕎
君
江
さ
ん
へ
、
ご
家

族
や
施
設
職
員
が
見
守
る
中
、
髙
橋
町
長
か
ら
お
祝
い

状
と
記
念
品
の
銀
杯
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町

か
ら
も
長
寿
を
お
祝
い
し
、
お
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
お
二
人
は
、
と
て
も
お
元
気
な
様
子
で
百
歳
を
迎
え

た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

☆
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方

柳
　
澤
　
初
　
稲
　
さ
ん
（
金
山
）　

　

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
役
員
と
し

て
平
成
16
年
か
ら
20
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
在
職
し
、
こ
の
間
副
会
長
の

要
職
を
務
め
ら
れ
、
会
員
相
互
の
連

携
を
図
り
、
会
員
の
自
立
と
社
会
活

動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
な
ど
、
障

害
者
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

▲柳澤　初稲さん▲柳澤　初稲さん

社
会
福
祉
功
労

社
会
福
祉
功
労

永　

住　

功　

労
（　

永　

住　

功　

労
（　

1919
名　

）

名　

）

☆
満
80
歳
以
上
で
本
町
に
50
年
以
上
在
住
し
、
今
日
の
郷
土
発

　
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
　

（
基
準
日
～
本
年
４
月
１
日
）

【
北
落
合
地
区
】

菊
　
池
　
京
　
子
　
さ
ん

久
保
田
　
末
五
郎
　
さ
ん

【
落
合
地
区
】

土
濃
塚
　
ト
ヨ
子
　
さ
ん

【
幾
寅
地
区
】

阿
　
部
　
ス
エ
子
　
さ
ん

石
　
上
　
レ
イ
子
　
さ
ん

伊
　
藤
　
和
　
子
　
さ
ん

日
　
下
　
勝
　
利
　
さ
ん

日
　
下
　
ミ
ユ
キ
　
さ
ん

黒
　
田
　
三
　
男
　
さ
ん

田
　
口
　
ア
イ
子
　
さ
ん

多
　
田
　
チ
イ
子
　
さ
ん

中
　
川
　
千
枝
子
　
さ
ん

中
　
渡
　
公
　
男
　
さ
ん

新
　
田
　
英
　
機
　
さ
ん

渡
　
邊
　
ヤ
ヨ
ヱ
　
さ
ん

【
金
山
地
区
】

石
　
川
　
靜
　
江
　
さ
ん

佐
々
木
　
弘
　
美
　
さ
ん

増
　
田
　
輝
　
男
　
さ
ん

【
下
金
山
地
区
】

澁
　
谷
　
英
　
之
　
さ
ん

▲小蕎　君江さん▲小蕎　君江さん

▲寺山　武夫さん▲寺山　武夫さん
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南富良野小学校（１０月１９日）

南富良野西小学校（１１月２日）

元気いっぱいにお遊戯会！元気いっぱいにお遊戯会！
みんなが主役の学芸会！みんなが主役の学芸会！
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金山保育所（１０月５日）

幾寅保育所（１０月２６日）

元気いっぱいにお遊戯会！元気いっぱいにお遊戯会！
みんなが主役の学芸会！みんなが主役の学芸会！
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10
月
30
日
、
本
町
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

株
式
会
社
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

推
進
に
お
け
る
包
括
連
携
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
り
、
町
の
持
続
的
な
発

展
と
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域

社
会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
町

と
同
社
が
緊
密
に
連
携
、協
力
し
、

双
方
が
有
す
る
資
源
を
活
用
し
て

協
働
す
る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
情
報
格
差
の
是
正
、

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

●
協
定
４
項
目

・
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
策
定
に
関
す
る

   

こ
と

・
行
政
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
Ｄ
Ｘ

   

推
進
に
関
す
る
こ
と

・
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
関
す
る

   
こ
と

・
そ
の
他
本
協
定
の
目
的
を
達
成

   

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関

　
す
る
こ
と

　

協
定
締
結
に
伴
い
、
総
務
省

の
「
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

（
※
１
）」
を
活
用
し
、
同
社
ビ
ジ

ネ
ス
事
業
本
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ

ン
本
部
官
公
庁
営
業
部
の
及
川
永

寿
さ
ん
が
、
総
務
課
デ
ジ
タ
ル
推

進
係
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、

任
期
は
、
11
月
１
日
か
ら
最
大
３

年
間
と
な
り
ま
す
。

　
同
社
が
、
自
治
体
に
人
材
派
遣

す
る
事
例
は
、
新
潟
県
三
条
市
、

鹿
児
島
県
志
布
志
市
に
続
き
３
例

目
で
あ
り
、
道
内
で
は
初
の
自
治

体
と
な
り
ま
す
。

　
締
結
式
で
は
、
髙
橋
町
長
か
ら

「
本
町
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
大
き
な
期

待
を
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
地
域
課

題
の
解
決
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
株
式
会
社	

那
谷
雅
敏	

ビ
ジ

ネ
ス
事
業
本
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ

ン
本
部
長
は
「
今
後
も
様
々
な
取

り
組
み
に
お
い
て
、
一
丸
と
な
っ

て
南
富
良
野
町
に
貢
献
し
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
及

川
さ
ん
は
「
民
間
企
業
の
人
材
と

し
て
、
専
門
性
を
最
大
限
に
生
か

し
て
連
携
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

※
１　
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

　
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
企
業

が
、
協
定
書
に
基
づ
き
、
社
員
を

地
方
自
治
体
に
一
定
期
間
派
遣

し
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見

を
活
か
し
な
が
ら
即
戦
力
人
材
と

し
て
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
る
取
組
で
す
。

（
総
務
省
よ
り
引
用
）

KDDI 株式会社と包括連携協定を締結

髙橋町長（左）と那谷本部長（右）

ご 

紹 

介

▼
氏　
名　
及お
い
か
わ川　

永ひ
さ
と
し寿

▼
出
身
地　
厚
岸
町

▼
趣　
味　

　

車
関
連
（
ド
ラ
イ
ブ
、
レ
ー

ス
観
戦
な
ど
）、
ガ
ジ
ェ
ッ
ト

収
集
、
猫
好
き

▼
抱　
負

　

11
月
１
日
付
で
役
場
総
務
課

に
着
任
し
ま
し
た
。「
デ
ジ
タ

ル
技
術
」
を
駆
使
し
て
南
富
良

野
町
の
課
題
解
消
や
地
域
の
活

性
化
を
加
速
さ
せ
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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地
域
貢
献
活
動
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈

　
10
月
25
日
に
南
富
良
野
建
設
業
協
会
（
川
村
和
法	

会
長
）
の
令
和
6
年
度

労
働
安
全
大
会
が
、
情
報
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
関
係

者
が
参
加
し
、
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
は
、
幾
寅
駐
在
所	

宮
澤	

所
長
及
び
北
海
道
労
働
局
旭
川
労
働
基

準
監
督
署	
山
田	
副
署
長
か
ら
の
安
全
講
話
が
あ
り
、
日
頃
の
安
全
対
策
の
大

切
さ
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
を
代
表
し
て
、

南
富
林
建
有
限
会
社	
八
木
橋	

土
木
係
長
か
ら
力
強
く
安
全
宣
言
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
大
会
前
段
で
は
、
令
和
6
年
度
地
域
貢
献
活
動
に
対
し
て
髙
橋
町
長
よ

り
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
感
謝
状
贈
呈
業
者
（
8
社
）

・
南
富
林
建　
有
限
会
社　
　
様

・
小
松
建
設
工
業　
株
式
会
社　
様

・
株
式
会
社　
吉
岡
建
設　
　
様

・
株
式
会
社　
山
伏
パ
コ
ム　
　
様

・
株
式
会
社　
永
井
工
務
店　
様

・
株
式
会
社　
山
下
電
機　
　
　
様

・
南
富
サ
ポ
ー
ト　
有
限
会
社　
様

・
株
式
会
社　
吉
岡　
　
　
　
　
様

川村和法会長の挨拶川村和法会長の挨拶

令和６年度労働安全大会開催

安全宣言を行う八木橋	土木係長安全宣言を行う八木橋	土木係長

　

10
月
29
日
、
旭
川
十
勝
道
路
整
備
促

進
期
成
会
、
高
規
格
富
良
野
道
路
建
設

促
進
期
成
会
共
催
に
よ
る
「
か
み
か
わ

中
南
部
の
未
来
に
繋
が
る
み
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

み
な
く
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旭
川

沿
線
の
９
自
治
体
（
旭
川
市
、
富
良
野

市
、
東
川
町
、
東
神
楽
町
、
美
瑛
町
、

上
富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、
南
富
良

野
町
、
占
冠
村
）
の
首
長
や
関
係
者
約

１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

旭
川
十
勝
道
路
「
富
良
野
北
道
路
」

の
早
期
開
通
、「
旭
川
東
神
楽
道
路
」

の
４
車
線
化
整
備
促
進
、「
上
富
良
野

～
中
富
良
野
間
」
の
計
画
段
階
評
価
の

調
査
促
進
を
目
指
し
て
毎
年
各
地
区
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
は
初
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
北
海
道
科
学
大

学	

石
田
眞
二	

副
学
長
を
講
師
に
「
交

通
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
高
規
格
道
路
利
用
実
態
と
重
要

性
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
北
海
道
に
来
て
レ
ン
タ
カ
ー

を
利
用
す
る
外
国
人
旅
行
客
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
用
い
た
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
測
位
情
報
か
ら
道
路
の

利
用
状
況
を
収
集
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
て
分
析
す
る
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
か
ら
富
良
野
沿
線
の
道

路
や
高
規
格
道
路
の
利
用
が
多
い
こ
と

な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
旭
川
十
勝

道
路
や
高
規
格
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

で
移
動
時
間
の
短
縮
に
よ
り
交
流
人
口

に
期
待
で
き
る
こ
と
、
物
流
や
救
急
な

ど
の
医
療
活
動
に
貢
献
で
き
る
こ
と
、

移
動
の
一
助
を
担
い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
活
性
化
し
地
域
振
興
に
繋
が
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
各
首
長
た
ち
が
地
域
の

決
意
を
述
べ
ら
れ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

か
み
か
わ
中
南
部
の
未
来
に
繋
が
る

み
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催石田副学長の基調講演石田副学長の基調講演
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11
月
9
日
、
国
内
外
で
活
躍
す
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
中
村
天
平
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
か
な
や
ま
湖
ロ

グ
ホ
テ
ル
ラ
ー
チ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
中

村
さ
ん
が
幾
寅
駅
を
訪
問
し
た
際
、

幾
寅
婦
人
会
の
方
々
と
の
交
流
が
縁

と
な
り
、
毎
年
ロ
グ
ホ
テ
ル
ラ
ー
チ

で
無
料
で
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
作
曲
し
た
背
景
や
想
い

を
語
り
な
が
ら
全
９
曲
を
演
奏
さ
れ
、

訪
れ
た
観
客
の
方
々
は
、
プ
ロ
の
ピ

ア
ノ
演
奏
の
迫
力
や
美
し
い
音
色
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
演
奏
後
も

鳴
り
や
ま
な
い
会
場
の
拍
手
に
応
え
、

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
中
村
さ
ん
が
、
母

と
目
に
し
た
「
紫
色
に
輝
く
か
な
や

ま
湖
の
夕
焼
け
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

即
興
の
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
「
演
奏
家
と
し
て
ま

だ
大
成
し
て
い
な
い
頃
、
祖
母
を
亡

く
し
た
実
感
が
わ
か
ず
、
そ
ん
な
時

に
映
画
「
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
を

見
て
、
祖
母
と
の
別
れ
を
実
感
し
た
。

映
画
と
出
会
い
、
そ
の
後
、
幾
寅
駅

で
幾
寅
婦
人
会
の
方
々
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
南
富
良
野
町
は
特
別
な
場

所
で
す
。
毎
年
こ
の
よ
う
な
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
え
る
ご
縁
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
南
富
良
野
町
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
翌
日
10
日
の
「
高
倉

健
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
に
も
足
を
運
び
、

高
倉
健
さ
ん
の
献
花
台
に
手
を
合
わ

せ
、「
映
画
「
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）

の
素
晴
ら
し
さ
、
高
倉
健
さ
ん
と
い

う
人
の
凄
さ
を
演
奏
を
通
し
て
、
広

く
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
、

本
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

　

中
村 

天
平
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

11
月
10
日
、
俳
優	

高
倉
健
さ
ん
の

命
日
で
あ
る
こ
の
日
、
映
画
「
鉄
道
員

（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
の
舞
台
と
な
っ
た
幾
寅

駅
（
作
中
で
は
幌
舞
駅
）
で
は
、
南
富

良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
が
「
高
倉

健
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
に
は
、
根
室
本
線
の
富
良

野
～
新
得
間
が
廃
線
と
な
り
ま
し
た

が
、
幾
寅
駅
に
は
、
高
倉
健
さ
ん
や
映

画
「
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
の
多
く

の
フ
ァ
ン
や
観
光
客
が
今
で
も
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
命
日
の
当
日
は
、
旧
駅
舎
内
の
展
示

室
に
献
花
台
や
高
倉
健
さ
ん
が
歌
う

「
風
に
訊
け
」
の
レ
コ
ー
ド
が
流
さ
れ

ま
し
た
。
献
花
台
に
は
、
高
倉
健
さ
ん

が
好
き
だ
っ
た
、
コ
ー
ヒ
ー
や
イ
モ
団

子
が
供
え
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　
ま
た
、
映
画
撮
影
の
際
に
炊
き
出
し

な
ど
の
協
力
を
行
っ
た
幾
寅
婦
人
会

の
皆
さ
ん
が
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に
コ

ー
ヒ
ー
の
無
料
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

幾
寅
婦
人
会	

後
藤
治
子	

会
長
は

「
10
年
経
っ
た
今
で
も
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
人
が
こ
の
偲
ぶ
会
に
駆
け
つ

け
、
応
援
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
て
感

無
量
で
す
。
こ
の
事
実
に
と
て
も
感
動

す
る
と
と
も
に
、『
健
さ
ん
の
す
ご
さ
』

を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
こ

の
時
間
を
共
有
で
き
て
い
る
こ
と
が

嬉
し
く
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
長
く
残

し
て
い
く
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い

る
。
皆
さ
ん
と
の
大
切
な
心
を
交
わ
し

合
う
機
会
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
9
日
、
10
日
に
は
、
映
画
公

開
25
周
年
を
記
念
し
て
情
報
プ
ラ
ザ

で
映
画
撮
影
時
の
写
真
や
資
料
が
展

示
さ
れ
た
、
写
真
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

高
倉 

健
さ
ん
没
10
年
、
高
倉 

健
さ
ん
を
偲
ぶ
会

映
画
「
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
公
開
25
周
年

写
真
展
を
開
催
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教育委員に「柴田　昭江」氏が再任

　11 月 15 日をもって、教育委員として 4 年間の任期が満了とな
った柴田昭江氏が再任されました。
　9 月に行われた町議会定例会で選任に同意され、11 月 16 日付
で辞令が交付されました。
　任命期間は、令和 6 年 11 月 16 日から令和 10 年 11 月 15 日
までの 4 年間です。

　

南
富
良
野
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部
に
所
属
す
る
3
年
生

益
田
然
さ
ん
が
、
10
月
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
78

回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
国
ス
ポ
）」
に
出
場
し
、
少

年
男
子
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
の

２
０
０
メ
ー
ト
ル
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
ま
し

た
。
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
は
４
位
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル

で
は
５
位
に
入
賞
す
る
大
健
闘
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
か
ら
カ
ヌ
ー
競
技
を
始
め
、
昨
年
に
続
き
２
度

目
の
国
ス
ポ
出
場
と
な
っ
た
益
田
さ
ん
は
「
全
国
優
勝

を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
結
果
に
は
満
足
し
て
い
な
い

が
、
精
一
杯
や
っ
た
の
で
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月

か
ら
就
職
し
ま
す
が
、
今
後
も
カ
ヌ
ー
を
続
け
、
後
輩

の
指
導
や
成
年
部
門
で
の
国
ス
ポ
出
場
を
目
指
し
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、
南
富
良
野
小
学
校
に
て
、
公
益
社
団
法

人
富
良
野
地
方
法
人
会
女
性
部
会
に
よ
る
令
和
6
年
度

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
南
富
良
野
小
学
校	

早
坂	

玲
美	

さ
ん

（
6
年
生
）
に
同
会	

曽
慶
乙
公	

監
事
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
坂
さ
ん
の
作
品
は
、「
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
税

金
」
と
書
か
れ
、
税
金
が
学
校
や
医
療
、
福
祉
関
係
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
イ
ラ
ス
ト
が
載
っ
た

色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
絵
は
が
き
で
、
富
良
野
圏
域
小

学
校
の
高
学
年
児
童
を
対
象
に
し
た
２
１
８
作
品
の
応

募
の
う
ち
、
25
作
品
の
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

早
坂
さ
ん
は
、
昨
年
に
続
き
2
年
連
続
で
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

優
秀
賞
受
賞

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

各
種
目
で
入
賞
の
大
健
闘

引地宙志	校長　　早坂さん　　曽慶監事引地宙志	校長　　早坂さん　　曽慶監事

南富良野高等学校カヌー部南富良野高等学校カヌー部
（前列右から３人目が益田然さん）（前列右から３人目が益田然さん）
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町教育研究会による町教育研究会による
　　　　　　　小中学生作品展　　　　　　　小中学生作品展

（10 月 26 日～ 11 月 8 日）
　町教育研究会による小中学生作品展が、保健福祉セ
ンターみなくるで開催され、日頃の学習の成果や子ど
もたちの思いが詰まった作品が展示されました。なお、
各賞に輝いた児童・生徒の皆さんは、以下のとおりです。
〇 書 写 の 部
南富良野町長賞 北嶋		千聖さん（南富中 3年） 特 選 松鶴　		雫さん（南西小 4年）

南富良野町教育委員会
教育長賞 内田　		蓬さん（南富小 4年） 〃 大浦		瑠璃さん（南富小 4年）
南富良野町
教育研究会長賞 瀧		陽太郎さん（南富小 1年） 〃 北嶋		隼和さん（南富小 5年）
特 選 髙坂　		穣さん（南西小 1年） 〃 羽野		優奏さん（南西小 5年）

〃 佐藤		笑香さん（南富小 1年） 〃 鹿野		慶洋さん（南西小 6年）
〃 松鶴		和音さん（南西小 2年） 〃 早坂		玲美さん（南富小 6年）
〃 山下		叶泰さん（南富小 2年） 〃 松鶴		日瑚さん（南富中 1年）
〃 太田		祐誠さん（南西小 3年） 〃 山本		あす美さん（南富中 2年）
〃 小林		奈那子さん（南富小 3年） 〃 久保田		美咲さん（南富中 3年）

〇図工・美術の部
南富良野町長賞 由利		仁菜さん（南富中 3年） 特 選 細川		大河さん（南西小 4年）

南富良野町教育委員会
教育長賞 鹿野		慶洋さん（南西小 6年） 〃 丹羽		あかりさん（南富小 4年）
南富良野町
教育研究会長賞 加藤		穂都さん（南富小 2年） 〃 羽野		優奏さん（南西小 5年）
特 選 細川		日向さん（南西小 1年） 〃 笹木		玲羅さん（南富小 5年）

〃 中島		咲結さん（南富小 1年） 〃 伊藤		心那さん（南富小 6年）
〃 太田		陽愛さん（南西小 2年） 〃 髙坂　		檜さん（南西小 6年）
〃 大道		　灯さん（南富小 2年） 〃 長谷川		璃子さん（南富中 1年）
〃 渡辺		　優さん（南西小 3年） 〃 齋藤	　悠那さん（南富中 2年）
〃 福田　		茜さん（南富小 3年） 〃 木村	　匠杜さん（南富中 3年）

「税を考える週間」「税を考える週間」（11 月 11 日～ 17 日）
〇小中学生による税の書道展
　富良野地方青色申告会連合会主催による税の書道展の応募作品が、保健福祉センターみなくるに展示
されました。各賞に輝いた児童・生徒の皆さんは、以下のとおりです。

富良野税務署長賞 北嶋		千聖さん（南富中 3年）富良野地方青色申告会連合会
南富良野支部長賞

秋田		美優さん（南富中 2年）
北海道税理士会

旭川支部富良野部会長賞 鳥羽		瑛人さん（南富小 6年） 北嶋		隼和さん（南富小 5年）
富良野地方青色申告会連合会長賞 早坂		華梨さん（南富小 4年）

奨 励 賞

松鶴		日瑚さん（南富中 1年）
（公社）富良野地方法人会長賞 鹿野		慶洋さん（南西小 6年） 小柴		美空さん（南富小 5年）
富良野地方間税会長賞 髙橋		柚結さん（南富小 3年） 小林		奈那子さん（南富小 3年）

南富良野町長賞 石川　		蒼さん（南富中 1年） 細川		大河さん（南西小 4年）
宍戸		天美さん（南富小 5年）

南富良野町教育委員会
教育長賞

齋藤		悠那さん（南富中 2年）
鈴木		芽衣さん（南西小 4年）

（公社）富良野地方法人会
南富良野支部長賞

小林		瑛介さん（南富中 3年）
松鶴		和音さん（南西小 2年）
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第第
5050
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
結
果

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
結
果

投票率
小選挙区　　７０．４４％

比例代表　　７０．４４％

10
月
27
日
、
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

第
26
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
町
内

５
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
投
票
率
は
、
小
選
挙
区
70
・
44
％
（
前

回
73
・
73
％
）
比
例
代
表
70
・
44
％
（
前
回
73
・

73
％
）、
国
民
審
査
70
・
39
％
（
前
回
73
・
71
％
）

と
、
前
回
を
下
回
る
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
８
時
30
分
か
ら
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
票
事
務
は
、
午
後
10

時
10
分
に
衆
議
院
小
選
挙
区
、
午
後
10
時
45
分

に
衆
議
院
比
例
代
表
及
び
国
民
審
査
が
終
了
し
、

町
内
に
お
け
る
得
票
結
果
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
町
内
各
投
票
区
の
投
票
状
況
と
得
票

状
況
は
各
表
の
と
お
り
で
す
。

衆 議 院 議 員 小 選 挙 区 得 票 結 果
候補者氏名 党　派 町内得票数 6区得票数
おぎう	和敏 日本共産党 62 19,909
にしかわ	将人 立憲民主党 576 94,193

　当選   東 くによし 自由民主党 656 100,694
合　計 1,294 214,796

最高裁判所裁判官国民審査結果
審査に付される
裁判官の氏名

罷免を可と
する投票数

罷免を可と
しない投票数

尾　島　　　明 119 1,181
宮　川　美津子 130 1,170
今　崎　幸　彦 137 1,163
平　木　正　洋 113 1,187
石　兼　公　博 110 1,190
中　村　　　愼 111 1,189

衆 議 院 議 員 比 例 代 表 得 票 結 果

政		党		名 町内得票数 北海道選挙区
得票数 当選者数

日本維新の会 25.000 96,954
自由民主党 353.000 641,127 3
れいわ新選組 164.000 177,620
参 政 党 19.000 57,002
安楽死制度を
考える会 12.000 18,455

社会民主党 25.000 31,134
公 明 党 165.000 253,344 1
日本保守党 19.000 61,903
日本共産党 40.000 169,799
国民民主党 66.154 192,303 1
立憲民主党 387.845 694,578 3
合　計 1,275.999 2,394,219 8

投　票　区　別　投　票　状　況
投　票　区　分 当日の有権者数（人） 投 票 者 数 （ 人 ） 投 票 率 （ ％ ）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

第 1投票区
北　落　合

小選挙区 33 40 73 29 29 58 87.88 72.50 79.45
比例代表 33 40 73 29 29 58 87.88 72.50 79.45
国民審査 33 40 73 29 29 58 87.88 72.50 79.45

第 2 投票区
落　　　合

小選挙区 58 52 110 37 39 76 63.79 75.00 69.09
比例代表 58 52 110 37 39 76 63.79 75.00 69.09
国民審査 58 52 110 37 39 76 63.79 75.00 69.09

第 3 投票区
幾寅・東鹿越

小選挙区 763 708 1,471 546 501 1,047 71.56 70.76 71.18
比例代表 763 708 1,471 546 501 1,047 71.56 70.76 71.18
国民審査 763 708 1,471 546 501 1,047 71.56 70.76 71.18

第 4 投票区
金　　　山

小選挙区 72 72 144 45 45 90 62.50 62.50 62.50
比例代表 72 72 144 45 45 90 62.50 62.50 62.50
国民審査 72 72 144 45 45 90 62.50 62.50 62.50

第 5 投票区
下　金　山

小選挙区 78 76 154 47 57 104 60.26 75.00 67.53
比例代表 78 76 154 47 57 104 60.26 75.00 67.53
国民審査 78 76 154 46 57 103 58.97 75.00 66.88

計
小選挙区 1,004 948 1,952 704 671 1,375 70.12 70.78 70.44
比例代表 1,004 948 1,952 704 671 1,375 70.12 70.78 70.44
国民審査 1,004 948 1,952 703 671 1,374 70.02 70.78 70.39
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除雪作業に町民の皆さんの
ご協力をお願いします

「町道除雪路線」「町道除雪路線」
●問い合わせ先●　建設課土木係　●問い合わせ先●　建設課土木係　☎☎ 52 - 2179 52 - 2179 

　この冬の除雪計画ができましたので、お知らせします。
　町道における冬期交通網の確保については、地域のご
要望に応えるよう、今年度も主要路線の常時除雪を行う
ほか、他の路線についても随時除雪を行う計画でありま
すが、随時除雪路線の除雪作業は、常時除雪路線の除雪
作業終了後になりますので、積雪の程度により、早急な
路線確保ができない場合があります。また、事故防止の
ため、除雪作業は視界不良や吹雪時などには行いません
ので、ご了承願います。

　除雪作業の際には、車の路上駐車や物件の放置など
が作業の支障になりますので、作業が円滑に行えるよ
う皆さんのご協力をお願いいたします。
◎路上駐車は絶対にやめましょう。
◎道路には物を置かないようにしましょう。
◎道路脇での遊びは危険ですので絶対にやめましょう。
◎排雪作業の際には誘導員の指示に従うようお願いします。
◎道路に面した屋根には雪止めを設置しましょう。
◎敷地内の雪は敷地内で処理するようにしましょう。

常時除雪路線

随時除雪路線

国 道

道 道

○各地区担当業者
地区名 担　当　業　者

北落合 きたおちあい除雪隊

落　合 （株）落合Ｐ＆Ｆ
幾　寅 南富サポート ( 有 )

（株）　吉　　		　　岡東鹿越
金　山

Ｋ Ｏ Ｎ 産 業 ( 有 )
下金山

旧金山保育所

重機車庫

公営住宅　
金山東団地

金山消防庁舎

至占冠

至富良野

旧金山中学校 文

公営住宅
金山団地

Ｊ
Ｒ
根
室
本
線

空
知
川

保育所・和楽園

金
山
駅

金山
郵便局

237

237

〒

公営住宅
金山新町団地

金山警察官駐在所

金山診療所

ふくしあ

金山地区コミュニティセンター

金 山 地 区

全 町 図
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南富良野西小学校

至富良野

下金山
簡易郵便局

公営住宅
下金山西団地

至占冠

根
室
本
線

空
知
川

下
金
山
駅

237

237

〒

文

消防分遣所

公営住宅下金山西団地

下金山地区

公営住宅落合団地

旧落合小学校

至帯広

至富良野

落合郵便局

空知川

根室本線
落合駅

落合地区多目的センター

空知川スポーツリンクス

落合診療所

38

38

文

落 合 地 区

 

 

 

幾 寅 地 区

路上駐車は
やめましょう！
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

仲間とともに「ダンス発表会」を実施
（11 月 5 日）

　南富良野中学校（加藤幸一 校長）では体育授業の一環
として「ダンス発表会」を全校生徒で行いました。
　ダンス前にはそれぞれのアピールポイントなどを発表
し、自分たちで全て考えたフォーメーションや振り付け
を体いっぱいに披露しました。
　毎年 3 年生は「全国小・中学校リズムダンスふれあい
コンクール」の自由振付曲部門に申し込みをしており、
一昨年、昨年と北海道代表に選出されています。

農産物直売所作俱楽感謝祭
（10 月 20 日）

　下金山地区の農産物直売所「作俱楽」が、今シーズン 5 ケ月間の最後の営業日に収穫感謝祭を行いました。
　午前 9 時の開店前から多くの買い物客が訪れ、屋外売店には、秋に収穫された玉ねぎやじゃがいもなど多
くの種類の野菜やはくちょうもちなどが感謝価格で販売されました。トマト、サツマイモの詰め放題や名物
の手作りおはぎ、赤飯、おこわも大人気であり完売となりました。

南富良野大乗会で内部研修を実施
（10 月 24 日）

　南富良野大乗会（鷹嘴充子 理事長）は内部研修とし
て「社会福祉施設おける BCP（業務継続計画）基礎研修」
をからまつ園ホールにて行いました。町防災マネージャー
を講師に約 60 名の職員が参加し、各施設における非常
時の対応体制や非常備蓄品の再確認をしました。
　からまつ園 宮森園長は「今後も業務継続計画を見直し、
運用していくことが大切である。」と話されました。
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地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記⑩⑩
　本町では、6 名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。
  
　和

い ず み

泉　昌
まさゆき

孝隊員（観光推進員）
　いつもお世話になっております観光協会の和泉で
ございます。
　ご当地南富良野町へ着任しまして早いもので 275
日目となりました。今期は観光協会主催で道の駅イ
ベントを 9 月まで毎月実施し新たな集客を図り実践
出来ました。振り返りをしている中、内容の充実に
ついてはまだまだ粗削りで目指すべきイベント内容
には達しておりません。町外から人を呼ぶ為にはもっ
とお客様に喜んでいただく仕掛け、知恵が必要かと
痛感しています。
　来年度に向け内容含めスケジュール計画を策定し
ておりますのでご期待宜しくお願い致します。
　また一方で、海外旅行者向け高付加価値 AT（アドベンチャートラベル）、自然体験型旅行商品の開発の
取り組みに参加しております。本町の観光資源である空知川からかなやま湖まで下るカヌーとアイヌ儀
式を融合させたコース内容で商品化を目指しており、実現化に向け最終調整して参ります。どうぞよろ
しくしくお願いいたします。

南
富
良
野
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

各
種
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
!!

　

南
富
良
野
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
お

友
だ
ち
に
な
る
こ
と
で
、
町
イ
ベ
ン

ト
情
報
や
ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ
、

各
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
バ
ス
時
刻
表
、
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
確
認
が
で
き

る
ほ
か
、
カ
ラ
ー
版
で
の
広
報
誌
を

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
の
防
災
・
防
犯
情
報

を
配
信
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
お
友
だ
ち
登
録
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
ま
ず
は
南
富
良
野
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
お
友
だ
ち
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▶お
友
だ
ち
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら
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学校教育係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

ご自宅で図書のリクエストが
できるようになりました

　図書室にない本を読みたい場合、直接図書室内のリクエスト用紙に記入する方法で受け付けており
ましたが、利便性向上の為、今後は従来の直接記入する方法に加え、グーグルフォームでも受付を開
始いたします。今後はお手持ちの携帯電話などから本のリクエストが可能になります。読みたい本が
ない場合、リクエストいただければ順次入荷するよう手配いたします。なお、現在の図書室にある蔵
書リストについては、準備ができ次第、町ホームページと教育委員会通信にリンクを掲載いたします。
　図書室のご利用とリクエストをお待ちしております。

廃棄図書を譲渡します
　図書室では 2ヶ月に一度、新刊や話題の本やリクエストボックスにて寄せられたリクエスト本を入
荷しております。昨年度は年間 206 冊の新書等を入荷しており、毎回約 20 冊程度の本が本棚に並べ
ております。
　また、図書館では新たに本を入荷する一方で、本を処分すること
も必要です。
　これまでは古くなった本や傷んだ本については、その都度廃棄処
分をしておりましたが、それらの本について町民の方で欲しい方が
いらっしゃいましたら無償で譲渡いたします。
　図書室内にコーナーを設けましたので、コーナー内にある本であ
ればご自由にお持ち帰りください。（ただし、転売が目的の場合は譲
渡できません。また、一定期間を経過すると処分いたします。）

ちょっと余談ですが・・・
　12 月 31 日は大晦日（おおみそか）ということは、小さい頃から慣れ親しんだ言葉だと思います。
大晦日という考えは平安時代にはすでに使われていたとされており、今は日常的に使っている言葉で
すが「晦日」とは月の最後の日のことを言います。本来は月の 30 番目の日のことを言いましたが、現
在は月の最終日のことを指しており、12 月 31 日は 1年で最後の晦日なので「大晦日」となります。
　30 歳のことを「三十路」という言い方もしますが同じ 30 番目という考えによるものです。
そして皆さんも習慣として大晦日に「年越しそば」を食べて新年を迎える方が多いと思います。
この風習は諸説あり、そばは細くて長いその形状から長生きするための長寿祈願、そばは切れやすい
ため悪縁や災厄を断ち切る縁切り祈願などの意味が込められております。そのため、年越しそばは年
内に食べ終えた方が良いと言われております。

リクエストフォーム二次元コード図書館内にあるリクエストボックス

▼図書リユースコーナー
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Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｅ
ｎ
‼　

～
生
徒
会
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
！
～

　

10
月
31
日
放
課
後
、
本
校
を
会
場
に
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
生
徒
会
が
、「
生
徒
に

と
っ
て
学
校
を
よ
り
楽
し
い
場
所
に
し
た

い
」、「
町
民
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
、
多
く
の
方
々
に
高
校
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
思
い
で
企
画
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
生
徒
・
教
員
共
に
仮
装
で
Ｏ
Ｋ

と
い
う
こ
と
で
、
朝
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

楽
し
い
雰
囲
気
が
校
内
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
生
徒
の
登
校
時
に
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
カ
ボ
チ
ャ
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
」
が
行

わ
れ
、
放
課
後
に
は
結
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
最
も
近
か
っ
た
生
徒
は
、
豪
華
景

品
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
（
ち
な
み
に
写

真
の
カ
ボ
チ
ャ
の
重
量
は
約
37
キ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
）。

　

ま
た
、
放
課
後
に
は
町
民
の
方
向
け
に

「
英
語
で
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
」、「
ジ
ャ
ッ

ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン
ペ
イ
ン
ト
」
を
実
施
し
、

小
学
生
や
親
子
連
れ
の
方
々
を
中
心
に
約

70
名
の
方
が
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
を
し
て
本

校
を
訪
れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
英
語
で
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
」
で
は
、
子

ど
も
達
は
校
内
を
宝
探
し
し
な
が
ら
回
り
、

仮
装
し
た
本
校
生
徒
に
「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・

ト
リ
ー
ト
！
」
と
元
気
に
声
を
掛
け
、
嬉

し
そ
う
に
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン
ペ
イ
ン
ト
」

で
は
、
色
々
な
大
き
さ
の
カ
ボ
チ
ャ
に
ペ

イ
ン
ト
し
、
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ン
タ

ン
が
出
来
上
が
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
多
く
の
町
民
の
方
に
来
校
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
南
富

良
野
高
校
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
生

徒
・
教
職
員
一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令和６年 11 月 26 日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　９１　号

南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞
第91号
発　行

南富良野高等学校

▼
ベ
リ
ー
摘
み
体
験
活
動

　

7
月
12
日
、
金
山
小
果
樹
園

に
て
ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
、
カ
シ

ス
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
等
を
摘
み
取

る
体
験
活
動
を
し
ま
し
た
。
今

年
は
様
々
な
種
類
の
ベ
リ
ー
が

実
っ
た
時
期
に
実
施
し
、
子
供

た
ち
は
嬉
々
と
し
て
ベ
リ
ー
摘

み
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
例

年
は
摘
み
取
っ
た
ベ
リ
ー
を

使
っ
て
調
理
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
摘
み
取
り

を
重
視
し
た
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
の
で
、
摘
み
取
っ
た
ベ
リ
ー

は
子
供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
家
庭

に
持
ち
帰
り
、
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▼
稲
作
体
験
学
習
の
進
捗
に
つ
い
て

【
苗
植
え
】　

5
月
21
日
、「
は

く
ち
ょ
う
も
ち
」
の
稲
を
植
え

ま
し
た
。
水
田
の
水
が
冷
た
く
、

苗
を
少
し
ず
つ
ち
ぎ
り
な
が
ら

植
え
て
い
く
作
業
に
慣
れ
る
だ

け
で
も
大
変
で
し
た
。
一
年
生

に
と
っ
て
は
泥
の
中
を
歩
く
感

覚
は
初
め
て
で
難
儀
し
て
い
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
励
ま
し
合
っ

て
た
く
さ
ん
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。　

【
刈
り
取
り
】　

9
月
24
日
、
春

に
植
え
た
稲
は
順
調
に
育
ち
、

刈
り
取
り
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
腰
を
か
が
め
、
握
れ
る
だ

け
の
稲
を
つ
か
み
、
鎌
で
ざ
く
っ

と
刈
り
取
る
こ
と
や
、
切
っ
た

稲
を
束
に
し
、
稲
わ
ら
で
結
び
、

乾
燥
で
き
る
よ
う
な
形
に
ま
と

め
る
一
連
の
作
業
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲

は
学
校
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に

か
け
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
た
。

【
脱
穀
】　

10
月
15
日
、
十
分
に

乾
燥
し
た
稲
を
機
械
に
か
け
、

脱
穀
し
ま
し
た
。
機
械
で
取
り

切
れ
な
か
っ
た
籾
は
、
子
供
た

ち
の
手
作
業
で
脱
穀
し
ま
し
た
。

脱
穀
し
終
わ
っ
た
籾
の
総
重
量

は
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
て
お

り
、
大
豊
作
で
し
た
。

　

こ
の
後
12
月
に
は
、
も
ち
つ

き
集
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▶▶▶南富良野西小学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
228
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日時　12 月 16 日（月）18 時より
場所　南富良野支署　南富良野町字幾寅 860 番地
対象　南富良野町に居住又は勤務する者、
　　　年齢 18 歳以上の者、心身ともに健康であること。
内容　消防団活動、訓練内容、魅力、入団についての説明

	しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX	52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和６年１月１日～令和６年１０月３１日 )
○救急出動　１２５件（うちドクターヘリ要請件数	１３件）
○火災出動　　　２件（うち他市町村応援出動　１件）
○救助出動　　　３件

南富良野消防団

消防団説明会の開催

　地域を守る消防団員が不足しています。そこで、消防団員について知ってもらうために説明会を開催
します。興味のある方、地域に貢献したい方はこの機会にぜひ参加してください。

消 防 団 員
募 集 中！

男性女性
問いません！

消防団ってどんなことをするの？
　消防団員は自分の職業を持ちながら、火災や災害が起きると、消防士と共に現場へ急行し、消火

活動や防災活動にあたり、自分たちの街を自分たちで守っています。そのため、月に一度の定期訓

練、半年に一回建物火災を想定した模擬火災訓練を行い、災害に備えています。また、救命講習や

AED の取扱も行っています。

入団後の待遇
報酬、退団時の報償金、各種表彰制度、被服一式貸与、公務災害補償制度、共済制度、中型運転免

許取得費助成　等

詳しくは説明会で！お待ちしています！詳しくは説明会で！お待ちしています！
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　町内の皆さんに提供していただいている子供服やベビー用品を活用して、10 月に支援セン
ターにてリサイクル市を行いました。衣替えや本格的な冬に向けてたくさんの親子に利用し
ていただきました。みんなで子育てをいろんな形で応援していきたいと思っています。

親が子どもに言葉にして伝える大事さや言葉以外
の伝え方をみんなで話し合いました。

　10 月 26 日に第 51 回幾寅保育所お遊戯会
を行いました。早いクラスでは 9月から練習
を始め、本番に向けて取り組んできました。
本番では、堂々と遊戯や器楽を披露する姿が
見られ、感動しました。たくさんの温かい拍
手をありがとうございました。

　10 月 31 日に金山保育所では、お誕生会とハロ
ウィンがありました。ミニカボチャに思い思いの
イラストを書き入れ、可愛らしいジャック・オー・
ランタンが完成しました。１０月の製作も、ハロ
ウィンにちなんだテーマで行っています☆彡

金山保育所のお友達と金山探検に出かけました。
秘密の場所がいっぱいで楽しかったね！

☆育児講演会（子育てコーチング）☆育児講演会（子育てコーチング）

金山小果樹園へバスに乗って行きました。秋晴れ
の下、おいしいぶどうを満喫しました。

お散歩で拾った落ち葉を使ってライオンができま
した。お鼻はどんぐりだよ。

☆ぷっこクラブ（ぶどう狩り体験）☆ぷっこクラブ（ぶどう狩り体験） ☆ぷっこクラブ（秋の製作）☆ぷっこクラブ（秋の製作）

☆出張金山支援センター☆出張金山支援センター

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
～☆★明るく元気な子に育ちますように☆★～　　　　　									子育て支援センター　☎ 090-5985-4339
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（
令
和
6
年
10
月
末
日
現
在
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人　

口　
　
　

２
，
２
５
４
人
（
△
６
）

　
　
　
　
　
　

男　
　
　
　

１
，
１
５
０
人
（
△
４
）

　
　
　
　
　
　

女　
　
　
　

１
，
１
０
４
人
（
△
２
）

　
　
　
　
　

世
帯
数　
　
　

１
，
３
０
８
戸
（
△
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

）
内
は
前
月
比
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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光
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年
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月
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と
み
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（
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令
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６
年
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月
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日
逝
去

□
発

行
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南
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良
野

町
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場
　

編
集

／
企

画
課

 広
報

統
計

係
　

Tel.52-2115
□

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w.tow
n.m

inam
ifurano.hokkaido.jp

古
紙

配
合

率
60パ

ー
セ

ン
ト

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

寄
附
・
寄
贈

寄
附
・
寄
贈

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち

　　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
・
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
志
に
対
し
紙
上
を
も
っ
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

南
富
良
野
町
へ

○
北
落
合　

千
葉
晴
美
様
よ
り
町
の
振
興

に
対
す
る
寄
附
と
し
て

五
万
円

○
幾

寅　

直
原
ヒ
デ
様
よ
り
故
直
原
福

光
様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て五

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
富
良
野
市　

オ
サ
ダ
農
機
株
式
会
社　

代

表
取
締
役
社
長　

鎌
田
和
晃
様
よ
り
故
長
田
秀

治
様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て

二
十
万
円

○
幾

寅　

直
原
ヒ
デ
様
よ
り
故
直
原
福

光
様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て五

万
円

○
匿
名
希
望　

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
活

用
す
る
寄
附
と
し
て

六
万
三
千
七
十
円

一
味
園
・
か
ら
ま
つ
園
・
こ
ざ
く
ら
園
・
ふ
く

し
あ
へ

○
幾

寅　

高

橋

一

久　

様

○
蕨

市　

橋

本

直

子　

様

○
旭
川
市　

前
川
原　

春　

吉　

様

○
富
良
野
市　

織

田

　

馨　

様

○
帯
広
市　

武　

田　

栄　

治　

様

○
札
幌
市　

札
幌
ス
ポ
ー
ツ
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校　

様

南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE を
活用して、南富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。町内の皆様には LINE を通じて生活に役
立つ情報を発信しています。Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な
情報を共有しています。ぜひご登録ください。

　また、SNS の使い方やスマートフォンに関するお困りごとについてのご相談も承っています。何かご
不明点があれば、お気軽にお問い合わせください。

LINE Instagram facebook X
※町ホームページにも (https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/) 二次元コードを載せていますので、ご覧ください。

町ホームページで求人情報を掲載しています
　町民の皆さまや移住希望者へ向け、町ホームページで求人情報を掲載しています。
　フルタイム／パートタイムの種別ごとにまとめていますので、お仕事を探されている方はぜひ
ご覧ください。
◎掲載場所　右記の二次元コードを読み込みご覧ください。
　　　　　　町ホームページ＞移住・定住情報＞オンライン移住相談窓口
　　　　　　ホーム右下（スマートフォンの場合は下部）のバナー欄にも掲載
　　　　　　しています。


